
－1－ 

第２回 (仮称)干潟地域小学校 学校再編準備委員会 要点記録 

 

１．日 時    令和６年７月１６日（火）午後６時３０分～午後７時５０分 

２．場 所   ひかた市民センター １階ホール 

３．出席委員  ２６名（欠席１名） 

４．次 第  

 １ 開 会 

２ 議 題 

(1) 統合小学校の施設整備について 

(2) 放課後児童クラブの運営について 

３ その他 

 ４ 閉 会 

 

【議題についての意見や質問の概要】➡は事務局の回答 

（１）統合小学校の施設整備について 

・先生方の負担も大きいので、プールは民間業者に委託でいいと思う。 

・気温によって入れる、入れないということがあるので、民間プールの活用を早く進めてもら

いたい。 

・民間プールのほうが設備が充実しており、プロの指導者の目も行き届くので、安全に授業を

受けられると思う。 

・民間業者に委託で賛成だが、今後ほかの学校も委託するとなった場合に、受け入れが可能な

のか心配。 

・自分の世代では学校にプールがあってすぐに入れるというのが当たり前だったので、民間委

託はあり得ないという考えでいたが、費用面や先生方の負担を考えたときに、民間に委託し

たほうがいいと思った。 

・確実に実施できるということを考えると、民間委託のほうがいいのではと思う。 

 

（２）放課後児童クラブの運営について 

・子どもたちの安全を第一に考えて進めてもらいたい。 
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・萬歳多目的センターを利用した場合、建物が孤立しているので不審者対応が心配。 

・メリットとデメリットそれぞれあるが、安全で確実に児童の引き渡しができるという点で決

めたらいいと思う。 

・スクールバスに乗って学童に行くことを考えると、連絡や連携が取りづらくなるので１箇所

に集約したほうがいいと思う。 

・選択肢がたくさんあるので、実際に利用している方の意見を基に判断したいと思うが、萬歳

小は人数が少ないので、多数決で判断しないように配慮していただきたい。 

・萬歳からの送迎の負担もあるが、子どもの安全面を考えると古城小１箇所に集約したほうが

いいと思う。 

・学童に行く行かないの意思疎通が先生や学童の支援員の方にとって負担だと思うし、それが

事故につながる可能性も高いと思うので、移動の少ない学校内にあったほうがいいと思う。 

・メリット、デメリットはつきものなので、利用者のアンケートを取って、それを加味して最

終的に判断する方向性でいいと思う。 

 

 


